
2007年出上の木簡

９
　
関
係
文
献

⑪
広
島
市
歴
史
科
学
教
育
事
業
団

『広
島
城
県
庁
前
地
点
発
掘
調
査
報
告
』

（
一
九
九
四
年
）

側
広
島
市
文
化
財
団

『広
島
城
跡
太
田
川
河
川
事
務
所
地
点
』
全
一〇
〇
六

年
）仙

パ
ス
コ

・
卸
広
島
市
文
化
財
団

『広
島
城
跡
司
法
書
士
会
館
新
築
地
点
発

掘
調
査
報
告
書
』
０
一〇
〇
七
年
）

（福
原
茂
樹
）

2    16  5

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

一　
城
北
駅
北
交
差
点
地
点

調
査
地
は
、
外
堀
の
北
西
隅

部
に
あ
た
る
。
文
献
に
よ
れ
ば

こ
の
付
近
は
も
と
も
と
川
で
あ

っ
た
も
の
を

一
七
世
紀
初
め
に

堀
と
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
明

　
７

治
に
な
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
て
　

ュ

細

義

舞

広
島
・魁
轟
朔

垣
期
跡

所
在
地

調
査
期
間

３
　
発
掘
機
関

４
　
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

一　
広
島
市
中
区
西
白
島
、
二
　
同
紙
屋
町

。
大
手
町

一
　

一
九
九
二
年

（平
７
）

一
一
月
―

一
二
月
、
二
　
一

九
九
六
年
八
月
―

一
九
九
七
年

一
二
月

一　
側
広
島
市
歴
史
科
学
教
育
事
業
団
、
二
　
働
広
島
市

文
化
財
団

一　
大
室
謙
二

・
篠
原
達
也
、
二
　
篠
原
達
也

・

玉
置
和
弘

城
郭
跡

（外
堀
）

中
世
末

・
近
世

・
近
代(広 島)



い
る
。
調
査
の
結
果
、
堀
内
の
堆
積
土
か
ら
陶
磁
器

・
瓦
な
ど
と
と
も
に
本
簡

一
点
が
出
土
し
た
。

一
一　
紙
屋
町

。
大
手
町
地
点

調
査
地
は
南
側
外
堀
の
一
部
に
あ
た
る
。
木
簡

一
点
が
出
土
し
た
の
は

「研

屋
町
御
門
」
か
ら
外
堀
を
渡

つ
て
城
外

へ
出
る
土
橋
と
、
こ
れ
と
並
行
し
て
堀

内
に
あ
る
石
列
と
の
間
で
あ
る
。
石
列
は
長
さ
三

。
一
六
ｍ
幅
〇

・
五
ｍ
で
、

北
側
に
さ
ら
に
廷
び
て
い
る
。
石
列
自
体
に
伴
う
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、

土
橋
と
石
列
の
間
か
ら
は
近
代
の
陶
磁
器
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
城
北
駅
北
交
差
点
地
点

ω

　

「

ｏ

筒

井

□

□

□

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
『
要

卜
授

Ｆ

ｏ
Ｆ

上
部
に
径
約

一
〇
ｍｍ
の
穿
孔
が
あ
る
。
表
札
と
思
わ
れ
る
。
元
治
元
年

（
一

人
六
四
）
以
降
に
成
立
し
た

『家
中
屋
敷
割
図
』
に
よ
る
と
、
調
査
区
付
近
に

「筒
井
五
十
鈴
」
「筒
井
保
三
郎
」
の
名
が
見
え
る
。

一
一　
紙
屋
町

。
大
手
町
地
点

ω
　
。
「
＜
御
年
貢
米

。
「
＜
御
年
貢
米
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ］∞Ｘ
濯
×
卜
寓
ｏ

下
端
は
折
損
す
る
。
「御
年
貢
」
と
い
う
呼
称
は

一
人
七
二
年
の
地
租
改
正

以
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
近
世
の
遺
物
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

側
広
島
市
歴
史
科
学
教
育
事
業
団

『広
島
城
外
堀
跡
城
北
駅
北
交
差
点
地
点

発
掘
調
査
報
告
』
盆

九
九
七
年
）

側
広
島
市
文
化
財
団

『広
島
城
外
堀
跡
紙
屋
町

・
大
手
町
地
点
』
全

九
九
九

年
）

（福
原
茂
樹
）

◎

・
≫
Ｔ
、
虐
腱
腑
脇




